	一 般 質 問 ( 個 人 質 問 ) 通 告 書
	受　付　　２月　27日

　　eq \o\ac(○,前)
　　後

	令和７年２月27日

笠 岡 市 議 会 議 長　殿

笠岡市議会議員　　守屋　基範　　㊞　

次のとおり通告します。

	質　問　事　項
	質　　　問　　　の　　　要　　　旨

(なるべく具体的に記入してください。)
	答　弁　を

求める者

	１　財政健全化について
２　新年度予算について

	(１)　このたびの笠岡市財政健全化プランに対してのパブリックコメントはかなりの数に及んでおり，総論的なものや各論のもの多々あるが，そもそもの財政健全化の原因・規模やその方向性(削減の明確な基準)についての丁寧な説明がされていないのに，財政再建団体となった北海道夕張市のようになるという脅しのような手法で，押しつけの健全化プランを提案している。そもそもそのスタートに大きな疑問を持っている。
また，パブリックコメントへの回答のみで済ませるのは，市長の｢対話｣という方針からはかけ離れていると思うが，市の見解を尋ねる。
(２)　総論の部分でもいろいろな意見が出されていた。しかし，総花的に，このままでは単年度赤字となり，財政調整基金を取り崩して補填していると，令和９年には財政再建団体になる，との一律な回答でした。
根本的な財政状況について明確な回答がないままに，年間10億円，10年間で100億円の赤字が生じるので，財政再建団体にならないためにこの財政健全化が必要という説明に納得できない方が多数いらっしゃる。そうであるならば，本市の財政の現状を，財政担当者から市民にお知らせする財政説明会等の開催も必要だと考えるが，市の見解を尋ねる。
(３)　人口減少社会に加えて，昨今の物価の急上昇に伴い，財政のやりくりについては苦慮する所ではある。しかし，対市民との交渉をする職員も削減ありきで，｢財政が苦しいから｣という理由によって，市民との｢対話｣ではなく｢対立｣になっている。
現状を一番よく知っている担当部の裁量がなく，一律削減の指示の下，団体とのやり取りが平行線で無駄を重ねている現状についてどう考えるか。
(４)　特別交付税措置で，国からの財源確保されている事業については継続の方向性で取り組まれているようだが，今まで一般財源で行っていた事業でも，特別交付税措置を講ずることにより継続できる事業については復活を検討する余地はないか尋ねる。

(１)　笠岡市財政健全化プランにより，10億円程度の削減と５億円の行革債の借入れをするという中で，新年度一般会計予算は，過去最大の275億円になると報道されている。市民の方々に対しては，これまでの財政健全化に矛盾する内容となっている。その内容を尋ねる。

(２)　財政健全化の中での栗尾市政の初めての新年度予算となる，市長が目指す笠岡像，そして，何よりも優先した新年度の施策について尋ねる。

(３)　国の物価高騰対策に準じて，本市でも対応策を各分野にわたり検討され，具体的に施策として提案されている。

(ア)　笠岡諸島の離島航路燃料価格高騰対策支援事業として，補助航路以外の航路事業者への支援が予定されている。

航路再編への事業者との話し合いを，市長自らも出向いて進めるとのことであったが，その進捗状況を尋ねる。

(イ)　笠岡市内の指定管理事業者において，物価高騰や人件費アップに伴う指定管理料金の赤字補填等について，考えを尋ねる。

(ウ)　蛍光灯の2027年問題として，製造・輸出入が2027年までに段階的に禁止される。それに伴い，省電力化の観点からも，ＬＥＤの設置が事業所・家庭・街路灯に至るまで幅広い対応が求められる。これらに関連した物価高騰対策の事業について尋ねる。
(４)　観光施策について，令和７新年度の観光事業の目玉についてお尋ねる。

(５)　地域コミュニティ等について

(ア)　令和７年度に，まちづくり協議会や公共施設の使用料見直しを計画する方向性を持っているとの話があったと思うが，今後の予定について尋ねる。

(イ)　今井地区を想定して進められているまちづくり協議会と公民館との拠点づくりの方向性について尋ねる。

(ウ)　敬老会・市美展の今後について尋ねる。
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